


参考資料

頁

(参考資料-1)樹木調査結果(注1) ･-- L･･- ･･日.日日,･･-- ･････63

(参考資料-2)土壌調査結果(注2) - ･日日.i- - - ･･.- - ～- 日104

(注 1)国土交通省からの受託調査費により､(独)建築研究所にて実施した ｢平成 15年度大

規緑地の現況植生図等資料作成報告書｣を基に編集｡

(注2)国土交通省からの受託調査費により､(独)建築研究所にて実施した ｢平成 16年度大

規模樹林構造土壌調査データ整理 ･解析業務報告書｣を基に編集｡





(●書JF科-1)甘木qjE轄Jt

2)ZIl･btE1 2001L平8)12LEl～8J124tl

卜rtrf.rtEt

淡虎 hfdrま以 Fの FlrBunfHanquctの半値 点ZTをIFlい■食した.

諌J(･辞Jl

②h高



No. M-1 調査日 2004.8

階層構造

Ⅰ高木層

Ⅱ亜高木層

Ⅲ低木層

Ⅳ草本層

Ⅴ蘇苔地衣層

高さ(m) ､被度 優占種

9.7-13.0 80% クスノキ

5.6-6.4 5% マテバシイ

-1･0 5% マテバ実生

L.ここ】

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ 植物
名 備考13.3 クスノキ

22.2 マテ

バシイ3 1.1 マテバシイ

4 r サンゴジユ

実生5 r マテバシイ実生

6 r ク

スノキ実生7 r タブノキ実生

8 r イヌシデ実生

9 r アオギリ実生

10 r ヒイラ

ギ実生ll r ジヤノヒデ

12 r アラ力シ実生

13

14

15

16

17

18

19

20

)21

22

23

24

25

注1)被度543



No. M-1 調査日2004..8.24

No. 樹種. 樹高 幹周

枝下高1 5■13マテバシイ 6.4

31,5 5.22 514クスノキ

13ー0 62,5 8.33 515

マテバシイ 9ー7 23_5 5.04 ･516マテバシイ 5_6 21.6 4

.35 517マテバシイ 10_4

42.3 5二56 518クスノキ 6.2 ■㌧

31.5 枯れ7 519クスノキ..

12.2 I49.8 10.78 520クスノキ ll.3 ･30｣6 3.0

9 521クスノキ ll.3 43.0 1

0.210 522クスノキ 1i.5 ′46.0 10.2

ll 523クスノキ 1 ll.5

65.5 9.212 524クスノキ ll.3■ 70.0.56.4.4

0.0 5.213 5皇5クスノキ 3.1

24.0 枯れ14 526クスノキ 12.L9 67.4





No.MI2 調査日

階層構造

Ⅰ高木層

Ⅱ亜高木層

Ⅱ低木層

Ⅳ草本層

Ⅴ蘇苔地衣層

高さ(m)

8.3-9.0

優占種

クスノキ

4.5一一7.9 マテバシイ

マテバシイ

マテバシイ実生

Ⅰ̀ Ⅱ ■Ⅱ Ⅳ Ⅴ 植物
名 備考12.2 クスノキ

2 3.3 マ

テバシイ3 2.2 クスノキ

4 +

マテバシイ {5 + マテバ実生

6 +

ララ力シ実生'7 r ヤツデ実

生8 r

サンゴジユ9 ■r 七イラギ

10 r ジ

ヤノヒゲll r モチノキ

12 r ミツバアケ

ビ13 r

タブ実生14 r シイ実

生 .15

16

17

18

19

20

21

22

23

2425



No. M-2 調査日2004..8.24

NA 樹種 樹高 .幹周

枝下高1 495クスノキ 9.0

32.2 6.92 496クスノキ

8.3 36.0 6_03 497

クスノキ 8.6 32.0 6_4~4 498マテバシイJ 6.7 55.4

4.05 499クスノキ ■ 7.4 2

9.4 4.76496-1 クスノキ

2-0 30.0枯れ7 500

クスノキ 8.3 45.8 7.28 501マテバシイ 7.7 24.5 6.6

9 502マテバシイ 7.6 27.

2 5.810 503マテバシイ 6.5

32.8 4.4ll 50■4クスノキ

6.0 25.5 4.912 505マテバシイ 5.6 ー33.5 -2.8

13 506マテバシイ 7.0 56.0

5.514 1507クスノキ 7.9 53.

8 5.515 508マテバシイ 7.

9 29.4 5.016 509マテバシイ 6,0 28.4 4.

817 510マテバシイ 6.6 37.036.5

4.018 511マテバシイ 4.5 2

61) 3.119 512マテバシイ





No.M-3 調査日 2004.8

階層構造

Ⅰ高木層

Ⅱ亜高木層

Ⅲ低木層

Ⅳ草本層

Ⅴ蘇苔地衣層

高さ(m) 植被率 優占種

8.0p-8.1 5% クスノキ

4.3-7.7 60% クスノキ

～1.0 5% チガヤ

ここ▼:】

Ⅰ 正 弓Ⅲ Ⅳ Ⅴ 植物

名 備哀11.1 クスノキ

2 3.2 クス

ノキ3 2.2 マテバシイ

4 r

コケS自5 r デイコンドラ

■6 r

サカキ7

r ム力ミヨモギ8 r モチノキ

実生9 r

アラ力シ実生10 _r トウ力エデ実

生ll r イヌマキ実生 ､

12 r ヤブコ

ウジ13 ド トウ力耳デ実生

14 + ス

ズメノカリ15 1.3 チガヤ

16 + ネコ

ハギ17 r エンゾユ実生

18 r サザシカ実生

19 +.2 ジヤノヒ

ゲ20 + クス実生

21 +.1

アカネ22 十1 マテバ実生

23 十.1 ミツバアケビ

24 +.1 ア力シデ

25 +.1 ネズミモチ

26

r カナムグラ注1)被度5



No. M-3 調査日2004‥8.24

No. 樹種 樹高 幹周 .lJ

枝下高1 472 クスノキ 4.5 22.0

20.5 3.62 473 クスノキ

4.5 22.6 3.63 474

クスノキ 5.2 31_0 3.1.4 475 クスノキ 4.5 20.4

3.05 476 クスノキ 5.0

26_0 3.56 477 クスノキ

6.0 36.0 4.37 478 マテバシイ 5.1 39.8 2.

38 479 クスノキ 2.8 40.

4幹折れ9 480 クスノキ 4.3

30.210 481 クスノキ

7.7 51_5 6.0ll 482

マテバシイ 7.7 40.5 2.812

483 クスノキ 4_8 37.513 484 マテパシイ 6_0 40.0

3.114 ■485 マテバシイ 6.0

32.7 4.015 486 カナメモチ 6.0 2

2.2 4.316 487 クスノキ 8.1 51.0

6.017 488 マテバシイ 7.1 26.3

6.018 489 マテバシイ 2.5 ew21

.Ns240切株(後)19 490 マテバシイ 2.5 5W2.4ns19.5_切株(後)

20 491 マテバシイ 2.4 W105.082_0

切株21 492 マテバシイ 3.0 W120.0105.0切線

22 493 マ





No. 0-1 調査日 2004.8

階層構造

Ⅰ高木層

Ⅱ亜高木層

Ⅲ低木層

Ⅳ草本層

Ⅴ蘇苔地衣層

高さ(m) 植被率 優占種

8.0-14.1 90% シイノキ

～1.0 1% シイノキ実生

I Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ 植物
名 備考15.5 シイノキ

2 +

タブ3 +■ ヤブツバキ実生

4 r タ

ブ実生 く5

r クス実生6 ｢ オオシマザク

ラ実生7 ｢

イヌイマキ実生8 r ヒイラギ実

生9 r サンコ◆シ◆実生

10. + モチノキ実生

ll r ヘクツ力スう

12 十 アラ力シ実生

13 + シイノキ実生

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24



調査日2004.8.24帆, 0-1

恥. 樹種 樹高 幹周

枝下高1 527 シイノキ 12.8

59.5 80.02 528 .シイノキ

ll.3 58.5 9.73 529

シイノキ ll.3 46.2 9ー74 530 シイノキ ll.3 63.2 9.

75 531 シイノキ 12.1. 58

.0 10.26 532 シイノキ 13

.0 37_6 10.27 _533 シイノキ ll.3

41.2 9.78 534 シイノキ 14.1′14.1 52.248.6 10.9

9 535 シイノキ 12こ0 55.2

ll.510 536 シイノキ 10.2

39.0 10.0ll 537 シイノキ

12.7 ･47.4 9.912 538

シイノキ 12.7 64.6 10.013 539 シイノキ 13.2 56.0

9.514 540 シイノキ 13.2 49.0 9.515 541 シイノキ ･13_2 55.5 9.

516 542 タブ 9.7 35.8 7.3

17 543 シイノキ 13.3/ll.8 91-566ー860.78.9/8.9

18



No.0-2 調査日 2004.8

階層構造

Ⅰ高木層

Ⅱ亜高木層
Ⅲ低木層

Ⅳ草本層

Ⅴ蘇苔地衣層

高さ(m) 植被率 優占種

8.3-13.2 90% シイノキ

4.4-7.9 60% タブノキ

～1.0 1% へクソカズラ

～

I Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ 植物
名 備考15.5 シイノキ

21.1 タ

ブノキ3 4.4. タブノキ

4 1.lp

シイノキ (5 _r ヤブガラシ

6 r

サカキ実生7 r ヤブツバキ実生 _

8

r アラ力シ実生9 ■r ヤブマメ

10 + シイ実生

ll + ジヤ

ノヒゲ12 r アカネ

13 + ヘクソ力ズラ

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24



No. 012 調査日2004.8.24

No. 樹種 樹高 幹周

枝下高1 351 シイノキ 10.2

68.2 7.32 352 シイノ

キ 6.4 51.9 枯れ3 353 シイノキ 10.7 54.5 4.7

4 354 タブ 9.7 22.4

2.45 355 タブ 5

.0 20.0 2.36 356 タブ 5.0 14.9 枯れ

7 357 タブ 4.4 15.1

8 358 タブ 5.5 25.4

幹折れ9 359 タブ 2.3 7.0 8.110 360 シイノキ 9

.6 37.5 43.5ll 361 シイノキ 13.0/13.0′11.0/10.0

68.971.765.6 9.712 362

シイノキ 13.2 100.2 7,413 363 シイノキ ll.0 42.5

2,814 364 シイノキ 10.6

65.1枝輿定あり15 365 シイノキ 10.0 59.8 5.5

16 366 .タブ 7.4 37.2

7.017 361 シイノキ 8

.3 35.1 8.218 368 シイノキ 9.7 52

.519 369 タブ 7.





No.0-3 調査日 2004.8

階層構造

Ⅰ高木層

Ⅱ亜高木層

Ⅲ低木層

Ⅳ草本層

Ⅴ蘇苔地衣層

高さ(m) 植被率 優占種

8.6-12.8 90% シイノキ

3.4-7.6 60% t タブノキ

～1.0 1% シイ実生

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ 植物
名 備考14.4 シイノキ 】

22.2

タブノキ3 4.4 タブノキ

4 2.2

シイノキ5 r ヤブガラシ

6 r

モチノキ実生7

r トベラ実生8 r サンゴジユ夷

生9 r シイ実生 ′

10 r ヤブツバキ実

生ll r ヒイラギ実生

12 r ヘクソ力ズ

ラ13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24



No.0-3 調査日2004.8.24

No. 樹種 樹高 幹周

枝下高1 545 シイノキ 12.5

6'6.4 8.52 546 シイノキ

12.5 73.6 8.53 547 シイノキ 12.8 _ー72.0 ー_9ー6

･4 548 タブ 5.0 15.9

2.65 549 タブ 10.0

20.5 .2.56 550 タブ

8.6 34.7 2.47 551 シイノ

キ 10.6 18.1 9.18 552 シイノキ ･12_5 74.2

8.59 553 シイノキ io_o

53.6 6.410 554 シイノキ

6_9 39.5ll 555 シイノキ 10.1 44.7 7.2

12 556 シイノキ ll.2 76

.3 8.813 557 タブ 4,3

14.9 2.214 558

タブ 610 17.4 5.015 559 与ブ 3.4 25.2 2.3

16 560 タブ 10.5 46

.8 8.917 561 シイノキ 6ー9 55.8

18 562 シイノキ 7.6 30.2





No. p-1_ 調査日 2004.8

階層構造

Ⅰ高木層

Ⅱ亜高木層

Ⅲ低木層

Ⅳ草本層

Ⅴ蘇苔地衣層

高さ(m) 植被率 優占種

8.0-14.9 90% アラカシ

6.5-7.7 10% ヤマモモ

～1.0 5% アラカシ実生

′ヽ■′

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ植物
名 備考15.5 アラ力シ

21.1

ヤマモモ3 1.1 土ノキ

4 1.1

ヤマモモ5 1.l アラ力シ

6 1,1 ア

ラ力シ7 + ネズミモチ実生 .

8 r ヒイラ

ギ実生9 ■+ アオギリ実生

10 十 エノキ実生

ll r イヌマキ実生

12 ,+ シイノキ実生

13

14

15

~16

1ラ

18

19

20

21

22

23

2425

注1)被度5 .43



No.D-1 調査日2004.8.24

No. 樹種 樹高 幹周

枝下高1 566ヤマモモ 7.6

66.2 4.52 567アラ力シ

6.5 20.2 4.93 568アラ力シ 14.4 39.4 12.5

4 .569エノキ 7.7 19.8 6

.15 570アラ力シ 14.9 5

9.3 13.66 571アラ力シ 13

.0 55.0 7.47 572アラ力シ 10.4 72.2 8.2

8 573ヤマモモ 7.7 35.2

6.79 574エノキ 3.8 17.3枯れ10 575ヤマモモ 8.0 45.6 6

.7ll 576アラ力シ ll.611

,9 42.839.7 8.68.612 57

7アラ力シ 8.3 18.3 5.013 578エノキ 6.7 ･20.0 6.0

14 579アラ力シ ll.9 52_8 10_0

15 580アラ力シ 13.3 73.2 ll.4

16 581アラ力シ 10.7 4

8.2 7.217 582アラ力シ ll.7 78.269.



No. P-2 調査日 2004.8

階層構造

Ⅰ高木屠

Ⅱ亜高木層

Ⅲ低木層

Ⅳ草本層

Ⅴ蘇苔地衣層

高さ(m) 植被率 優占種

8.3-14.0 90% アラカシ

3.0-4.6 5% エノキ

-1･0 5% ァラカシ実生

しこ■コ

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ 植物

名 備考15.5 アラ力シ

22.2

ヤマモモ3 1.1 エノキ

4 1.1

カナメモチ (5 r. アカネ

6 + アラ

力シ実生7

+ モチノキ実生8 十 イヌシデ実

生9 一十 ネズミモチ実生

10 十 ヒイラギ実生

ll + トウ力エデ実

生12 ｢ カラスノウリ

13 r ヤブマメ

14 + シイノキ実生

15 + タブ実生

16

17

18

19

20

21

22

23

2425

注1)被度543



調査日2004.8.24-2

ND. &# 樹高 幹周

枝下高378 アラ力シ 10_3 42

0.0 6.1379 アラ力シ 10

.8 45.0 7.9380 アラ力シ 1

0_5 68.857.5 4.6381 アラ力シ ､11.4 48.4 9.0

382 アラ力シ 10.4 45.4

6.7383 アラ力シ 12.6 56.0

ll/.0384 アラ力シ ll,9

50.449,6 9.9385 アラ力シ ll.2 61.7

7.3･386 主ノキ 4.6

21_0387 アラ力シ 8_4

30.4388 アラ力シ ll

.0 38.0 9.1389 ヤマモモ 10.8 5.4 9

.8390 ヤマモモ 10.8 48

.2 4.4391 .アラ力シ 8.3 58.0 6.7

373 カ

ナメモチ 3.6 15_2 2.6374 ヤマモモ 13A, 52.0

12.6375 アラ力シ 13.8 ･40.3

9.5376 アラ力シ 1'4.0 46



No. P-3 調査日 2004.8

高さ(m) 植被率

9.0-14.6 90%

5.3-7.2 20%

階層構造

Ⅰ高木層

Ⅱ亜高木層

Ⅱ低木層

Ⅳ草本層

Ⅴ蘇苔地衣層

～1.0 5% アラカシ実生

ここ■::

I Ⅱ 班 ⅣⅤ 植物
名 備考15.5 アラ力シ

22_2

ヤマモモ3 2.2 ヤマモモ

4 1.1

アラ力シ <5 1.1 エノキ

6 ｢

クス実生7

r ネズミモチ実生8 ｢. イヌマキ

実生9

+ ヒイラギ実生10 + マテバシイ

実生ll +. アラ力シ実生

12 + イヌシデ実

生13 ｢

アカネ実生14 r ジヤノヒゲ実生

15 r モチノキ実生

16 r

トベラ実生17 ｢ ヤブ

コウジ18 r トウネズミ主チ実生

19 r サンゴジユ実生

20 r タチッボ

スミレ21

22

23

24



調査日2004.8.24No.D13

No. 樹種 樹高 幹周

枝下高1 333ヤマモモ 6.9

53.0 4.02 334アラ力シ

9.4 41.5 6.03 335

アラ力シ 7.2 147.3 6.04 336アラ力シ ll.1 4

6.5 7.25 337エノキ 5.

3 13.26 338アラ力シ 10

.0 53.3 4.27 339アラ力

シ 12.5 ･50.7 10.28 340アラ力シ 12.5 50.7 10.

69 341アラ力シ ll.9 55

.9 3.9.10 342ヤマモモ 9.

0 80.8 4.0ll 343

アラ力シ 9.7 70.2 7.512 ; 344ヤマモモ W70.077.1 切株

13 345ヤマモモ 5.7 45.8

14 346ヤマモモ ll.4. 5

3.7 9.615 347アラ力シ 14.6 47.5 ll.3

16 348アラ力シ 12.1 62

.0 9.817 349アラ力シ 12.6 61.4 9.9

18 350ヤマ





No. S-1 調査日 2004.8

階層構造

Ⅰ高木層

Ⅱ亜高木層

Ⅲ低木層

Ⅳ草本層

Ⅴ蘇苔地衣層

高さ(m) 植被率 優占種

8.4-14.6 90% アラカシ

7.3-7,8 20% モツコク

-1.0 5% クス実生

′ヽ′

Ⅰ ･Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ 植物名
備嘉14.4

アラ力シ .22.2 ナン

キンハゼ31.1 モツコク

4 2.2

モツコク5 十 サ力キー

6 +

ヤブツバキ7 r カラスウリ

8 +

ヤブコウジ9 ■｢ タブ実生

10 r ヤ

ブコウジll r ミツバアケビ

12 ｢

トウ力エデ実生13

+ サカキ実生14 r ガクアジ

サイ15 r ジヤノヒ

ゲ16 r アカネ

17 +

ヒイラギ実生18 十 モ

チノキ実生19 -+ マテバ実生

20 + モツコク(ヒコバエ

).21 + アラ力シ実生

22 + クス実生

23

24



No. S-1 調査日2∝I4.8.24

伽. 樹種 樹高 幹周

枝下高1 294モツコク . 7.8 26_5､51.535.

037.5 4.72 295モツコク

7.3 23.0 4,73 296

ナン ハゼ 10.8 40.2 8_24 297アラ力シ 12.2~ 104.2 4_

25 _298アラ力シ 10.8ー 7

7.0 8.66 299･アラ力シ

8_7 85_0 5_37 300

アラ力シ 9.7 83.7 5.08

301モツコク 8.4 20.5 5.09 -302アラ力シ 14.1 56.6 12.1

10 303ナン ハゼ ` 14_6 47

,2 ll.0ll 304モツコク 7

.6 21.020.0 -4_512 305

ナン ハゼ 14.4 52.7 9.013 306アラ力

シ 10.1 43.7 7.114 ー30

7アラ力シ ll.5 67.8 6.9.15 .308アラ力シ -ll.7 34.329.046

.5 9.416 309アラ力シ､ ll

.5 66.5 5.817 310アラ力シ 14.4 52.836.54

0.6 13.118 311アラ力シ 8.9 37_7 6.4



No. S-2 調査日 2004.8

階層構造

Ⅰ高木層

Ⅱ亜高木層

Ⅲ低木層

Ⅳ草本層

Ⅴ蘇苔地衣層

高さ(m) 植被率 優占種

8.5-13,0 90% アラカシ

5.0-7.3 20% モツコク

-1.0 5% アラカシ実生

～

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ 植物名

備考14.4

アラ力シ22.2 ナンキ

ンハゼ3 2.2 モツコク

4 1.1

アラ力シ5 1.1 ナンキンハゼ

6 r ヤ

ブガラシ7 r ヤブツバキ実生

8 r トウ力エ

デ実生9 +

ヒイラギ実生10 + アラ力シ実生

ll + モチノキ実生

12 +.2 モツコク

13 r イヌシデ実生

14 r イヌマキ実生

15 r.

サザン力実生16 r

クス実生17 r エノ

キ実生18

19

20

21

22

23

24



No. S-2 調査日2004.8.24

No. 樹種 樹高 幹̀周■

枝下高1 450アラ力シ .7.2 2

8:O I 6.22 451アラ力シ

8.5 . 22.1 4.73 452モツコク 5

.07.3 17.219.5 4.64 453ナンキンハゼ ･13.0 l55JOI 8.1

5 454アラ力シ 12.8 ,L76.

4 9.76 455アラ力シ 10.0

. ･36,7 8.07 456モツコ

ク 6.0 ､J16.9 4.88 457ナンキンハゼ 5.0 25.0

枯れ '̀9 458アラ力シ 9.7

37.5 7.310 459モツコク 5.3

13.9ll 460アラ力シ ll.2 ･60.4

9.212 461ナンキンハゼ 一 10.

0 23.5 7.913 462ナンキンハゼ ll.7 二L38.2

9.214 463モツコク 7二O

18.3 5.215 464アラ力シ

12.2 55.2 8.916 465

アラ力シ ll.7 38.2 7.817 466アラ力シ , 9.9 55.0 4.

218 467アラ力シ 4.7 21.4枯

れ19 468アラ力シ ll.7

54_7 7.620 ∴ 469アラ力シ 6.7 25.7





No. S-3 調査日 2004.8

階層構造

Ⅰ高木層

Ⅱ亜高木層

Ⅲ低木層

Ⅳ草本層

Ⅴ貧苦地衣層

高さ(m) 植被率 優占種

810-13･1 90% アラカシ

5.0-7.2 20% モツコク

～1･0 . 5% アラカシ実生

:i=:

Ⅰ Ⅱ Ⅲ1Ⅳ Ⅴ植物
名 備考14.4

アラ力シ21.1 ナン

キンハゼ31.1 ネムノキ

4 2.2 モツ

コク (5 1.1 アラ力シ

6 +

アラ力シ実生 ■7 + イヌシデ実生

8 +

ジヤノヒゲ9

r クス実生10 r ネズミモ

チ実生ll r サザン力実生

12 r ヒイラギ実生

13 r イヌ

寸キ実生14 +.2 モツコク .

15 r

カラスウリ16 r

ヤブコウジ17 r モチノ

キ実生18

19

20

21

22

23

2425



No. S-3 調査日2004.8.24

No. 樹種 樹高 轟周

枝下高1 314 モツコク 7.2

19.5 3.82 315 アラ力シ

10,7 67,8 7.13 316

アラ力シ ll.1 36.5 8.94 317 アラ力シ 13.1 67.5 6.

75 318 ナンキンハゼ 9.5

27.3 8.56 319 ネムノキ 8

.5 46.5 6.87 320 ナン

キンハゼ 6.4 31.7枯れ8 321 モツコク 5.5 21.5 3.2

9 322 テラ力シ ll.3 69.9

6.610 323 モツコク 6.1

1705.0 3.7ll 324 アラ力シ 9.3 48.4 ､6.4

12 325 モツコク 5.8 13.5

3.413 326 アラ力シ 12,

7 54.0 5.014 327 アラ

力シ 2.7 切株15 328 アラ

力シ 8.1 47.0 7.116 329 アラ力シ 5.0 30.0 4.0

17 3





No. X-1 調査日 2004.8

階層構造

Ⅰ高木層

Ⅱ亜高木層

Ⅲ低木層

Ⅳ草本層

Ⅴ蘇苔地衣層

高さ(m) 植被率 優占種

9.3-9.6 20% トウカエデ

3.6-7.0 60% オオシマザクラ

2.6-3.0 10% ヤブツバキ

～1.0 30% カヤツリクサ･スズメノヤリ

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ ･Ⅴ植物
名 備考12.2

トウ力エデ2 3_3 オオシマ

ザクラ3 2.2 トウ力エデ

.4 2.2 ヒ

イラギ5 1.1 ヤブツバキ

6 1.1 ヤブ

ウバキ7 r

ヤブツバキ実生8 +.2 ジ

ヤノヒゲ9 + ネズミモチ実生

10 + ト

ウ力工デ実生ll + アラ力シ実生

12 +

オオバコ13 + ヤブコウジ

14 r

イヌシデ実生15 r ミツ

バアケビ16 r ヒイラギ

実生17 + アカネ

18 + ヘクソ力ズラ

19 + ニセアカシア

20 r ツユクサ

21 +.3 力ヤツリソウ

22 + スズメノヤリ

23

24



帆. X-1 調査日2004‥8.24

帆.- 樹種 樹高 幹周

枝下高1 273 オオシマザクラ5.5′6.0 39.

029.0 4.02 274 ヒイラギ

5.5 31.5 2.53 275

トウ力エデ 9.3 61.3 4.04 276 ･ヤブツバキ 3.0 10.89.5

1.45 277 ヤブツバキ 5.

0 18.4 2.06 278

ヤブツバキ 3.7 ll,57 279 ヒイラギ 3_8 15.0

8 280 サクラ 6.4 48.0

3.59 281 力エデ 9.6 4

2.8. 3.710 282 サクラ 6.5 3

7.6 4.3ll 283 力エデ ー0.7 28

.3 4.712 284 ヒイラギ 5.0

13_7◆14.2 2.513 285 サクラ7

.0_5.2 47.0 37.5 4.01

4 286 力エデ 4708.0 14.3 3_615 287 サクラ6.6/5.7

30.118.7 4.016 288 力

エデ 7.0 29.6 3.717 289 ツバキ2.6/2_6 ll.111.5 1.8

18 290 ツバキ 3.6 17.0 2.





No. X-2 調査日 2004.8

階層構造

Ⅰ高木層

Ⅱ亜高木層

Ⅲ低木層

Ⅳ草本層

Ⅴ蘇苔地衣層

高さ(m) 植被率 優占種

8.2-10.0 50% トウカエデ

4.0-7.9 50% オオシマザクラ

～1･O L 3? . カヤツリグサ
′ヽ′

Ⅰ Ⅱ .Ⅲ Ⅳ Ⅴ植物
名 備考13.3 オオシマザクラ

23.3 トウ力エ

デ3 2.2

オオシマザクラ4 2.2 トウ

力エデ (5 2.2 ヤブツバキ

6 2.2 ヒ

イラギ7■

2.1 ヒイラギ8 r オオバコ

9 ■■r

セイヨウタンポポlb r 二セアカシ

アll 十一 トウ力エデ実生

12 2.3 力

ヤツリグサ13 r ヤブコウジ

14 + モチ

ノキ実生15 r カツラ実生

16 +ー2 ヤブツバキ

17 r チガヤ

18 r ヤブツバキ実生

19 + ヒイラギ実生

20 十 ヘクソ力ズラ

21 + スズメノ

ヤリ22 +

ジヤノヒゲ23

r ヒイラギ-

24 r トベラ25



No. X-2 調査日2004.8.24

No. 樹種 樹高 幹周

枝下高1 ･406ヒイラギ 5.4

16.5 2.82 407ヒイラギ

4.0 13.0 3.53 408

ヒイラギ ' 5.4 16.3 4.44 409ヤブツバキ 5.0 17.1

2.45 410トウ力エデ 9;4 5

2.0 4.4.6 411ヤブツバキ 6.8 26

.5 3.57 412オオシマザクラ

4.539.0134.5- 3.08 413トウ力エデ 7.6 35.3 3_5

9 414オオシマザクラ 6.6 46.2 ■4

.510 415トウ力エデ 9.8 5

4.1 4.0ll 416オオシマザクラ

10.0 51.5 4.012 417

トウ力エデ 7.9 32.5 5.213 418オオシマザクラ 8.2 40.8

5.014 419ヒイラギ 6.5 170

8.0 4.015 420ヤブツバキ

7.0 23.2 3.016 421ヒ

イラギ 4,0 20.0 3.317 422オオシマザクラ 6.5 41.2

4.218 423ヤブツバキ 5.5



No. x-3 調査日 2004.8

階層構造

Ⅰ高木屠

Ⅱ亜高木層

Ⅱ低木層

Ⅳ草本層

Ⅴ蘇苔地衣層

高さ(m) 植被率 r 優占種

8.5-13･4 70% . トウカエデ

4.6-7.0 40% ヤブツバキ

～1.0 15% カヤツリクサ･スズメノヤリ

Eiココ

Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅳ Ⅴ植物

名 備考14.4

トウ力エデ23_3 オオシマザク

ラ3 2.2 オオシマザクラ

4 2_2 ヤ

ブツバキ5 2.2 ヒイラギ

6 r ヤブ

ツバキ実生7 r ヘクソ力ズラ

8 r

トウ力エデ実生9 + 力ヤツリグ

サ10 r ヤブコウジ

ll r モチノ

キ実生12

r ノバラ13 r ヘクソ力ズラ

14 ｢ アカネ

15 十 オ

オバコ16

+ カツラ実生L17 +. ネコハギ

18 +

ア力シデ実生19 + アラ力シ実生

20 r ニセアカシア実生

121 ｢. セイヨ

ウタンポポ22 r オオシマザ

クラ実生23 + ネズミモチ実生

24 十° モツコク実生

25 + イヌマキ実生

26 +.2

ヒイラギ実生27 +.2 ジヤノヒゲ

■28 十2 スズメノヤリ



No. X-3 調査日2004..8.24

帆 樹種 樹高 辞周

枝下高1 426ヒイラギ 5.4

ー4.7 3.62 427ヒイラギ 5.34.8 ･1

6.514.93_5/3_53 428

ヤブツバキ 5.8 23.3 4.64 429ヤブツバキ 6_5 17.0

4_05 430ヤブツバキ 6.4 21.2 4.0

6 431オオシマザクラ 3.3枯れ 4.8

30.327.2 3.77 432ヤブツバキ 4.6 18.8 1.

78 433トウ力エデ 8.8 35.6 5_09 434

7.1 25.0 3.710 435オオシマザクラ 10_2/7.0 49.043

.022.95.8/枯れll 436 5.

3 22.8 3ー212 437トウ力エデ ~ ■10.2 45.0 4.7

13 438オオシマザクラ 10.2

42.1 5.514 439

トウ力エデ 10.2 46.1 5,515 4

40ヒイラギ 4.8 12.816

441ヒイラギ 5.0 14_51

7 442ヒイラギ 5.7 18.218 443オオシマザクラ ー3.4 49.8 6

.019 444トウ力エデ 9.6 39.

5 4.720 445トウ力エデ 10.6 4臥0 6

.621 446ヤブツバキ





(参考資料-2)土壌調査結果

1)調査地 :兵庫県姫路市飾磨区中島地先

2)調査日:2004年 8月21日～8月24日

土壌断面調査は､深さ約40cmの断面調査を各調査区画につき1箇所行った｡土壌調査ハンドブ

ック 改訂版 (1997)にしたがい､①層位区分､②土色､③野外土性､④土壌硬度､⑤石磯､⑥

水分状況､⑦還元反応試験､⑧生物の影響､⑨土壌構造の項目について調査を行った｡

土壌硬度は山中式土壌硬度計により､地表から5cmごとに測定した｡

①土層

本調査地のような造成地では自然地のように土壌の層位 ｢①0層 (粗腐植層)､A層 (腐植集積

層)､B層 (土壌化特徴層)､C層 (風化母材層)｣がほとんど見られないことがある｡したがって､

本調査においては､ 土色 ･土性 ･磯の混ざり具合により区分し調査した｡

②土色

土の色を標準土色帳で見分けた｡一般に土壌が黒色に近づく程､ 腐植質に富み肥沃な土壌であ

ると判断できる｡また､青灰色や緑灰色の土壌は､還元土 (酸素の欠乏した土壌)である可能性

があり､このような土壌が調査対象土層に出現すると､ 植栽された樹木の根が窒息死し､その程

度が著しい場合､ 樹木は枯損する｡土色の判定は､マ ンセル表色系に準じた新版標準土色帖 (農

林省農林水産技術会議監修)を用い考o土色は以下に示す事例のように､色相 (色み ‥赤､青など)
明度 (色の明暗)､彩度 (色の強さ､あざやかさ)の三属性と該当する色名で表示される｡

10YR 4/6(褐)
度

名
度

相

明
色

彩

色

③土性

指の間で土壌を磨り潰し
､
その感覚で砂土(S)､
壌質砂土(LS)､
砂質壌土(SL)
､
壌土(L)
､
微

砂質壌土(SiL)､
埴質壌土(CL)､
埴土(C)､
磯に区分した
｡
⊥般に
､
埴質壌土(CL)､
埴土(C)であ

ると粘質で
､
このような土壌が根城層で見られると不透水層を形成する可能性が強く
､
雨水を

滞水させるため
､
根腐れの原因になる
｡
なお
､
判断基準を以下に示す
｡

土性の判断基準

判定法 )ほとんど砂ばかりで､ね
ぼり気を全く感じない｡ほとんど砂ばかりで､ねぼ
り気はわずかしかない｡砂の感じが強く､ねぼ
り気はわずかしかない｡ある程度砂を感じ､ねぼり気もある｡砂と粘土が同じくらいに

感じられる｡ 土性砂土 (

S)壌質砂土 (
LS)砂壌

土(SL)壌土 (L)砂はあまり感じないが､サラサラした小麦粉
のような感触がある｡

シルト質壌土(siL)わずかに砂を感じるが､かなりねぼる｡
埴壌土(CL)ほとんど砂を感じないで､よくねぼる｡
軽埴土(LiC)砂を感じないで､非常によくねぼる｡ 重埴

土(HC)④土壌硬度土壌硬度は､一般に山中式土壌硬度計を用いて､平坦に削った断面に

対して直角の方向に硬度計を押しあて､その円錐部のつばが断面に密着するまでゆっくり水平を

保ちつつ押し込み､その侵入の深さをm 単位で読み､表
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淋q=物のJE■ HR系)
断面に現れた挑,kのBt系の分81状況をた奴 した｡

⑨土鳩f*鎗

一般に上■内では 砂やTL,上野がそれぞれ/(ラ/(ラにつよっているのではなく いろいろな

大きさや形状をした鵜介体を形JRしていろことが多いといえる.これらは と格M並と呼rfれ

土鳩の生成魚韓を良く反映し また hqtの乍確JJとも蘇頒なNI速がある.ヒ確f一適は 椴に大
きさ 形状 F～部の七飯Llのjよいから,次のようにL{分した.
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国表リス ト

図1-1 資金フロー国 (共同福利施設事業)

図ト2 共同福利施設事業実施箇所

図2-1 共同福利施設事業の手業圭負担 (企業負担率 1/3の場合)

図2-2 都市公園事業の財源構成(市町村事業の場合)

図3-1 姫路地区の位置図

図4-1 調査地と調査区の位置

図4-2 多種多層林形成の概念図

図4-3 各パターン別の樹高階と胸高直径階

図5-1 樹冠投影図(調査区M-2)

図.5-2 樹冠投影図(調査区0-2)

図5-3 樹冠投影図(訊査区P-2)

図5-4 樹冠投影図(調査区S-2)

図5-5 樹冠投影図(調査区X-2)

図5-6 植栽パターン別アスペク ト比の構成

図5-7 胸高直径と樹高の関係(パターンM)

図5-8 胸高直径と樹高の関係(パターン0)

図5-9 胸高直径と樹高の関係(パターンP)∫

図5-10 胸高直径と樹高の関係(パターンS)

図5-11 胸高直径と樹高の関係(パターンX)

図5-12アスペク ト比(H/D)と材積指数(D2日)(パターンM)



図5-13アスペクト比(H/D)と材積指数(D2日)(パターン0)

図 5-14アスペクト比(=/D)と材積指数(D2日)(パターンP)

図 5-15アスペクト比(H/D)と材積指数(D2日)(パ/ターンS)

図5-16アスペクト比(H/D)と村境指数(D2日)(パターンX)

図5-17各パターン別の材積指数の構成

図 6-1 相対照度 ･腐植含有量と種数との関係

図 6-2 天空率と種数との関係

図 6-3 密度と平均幹材積

表 1-1 事業費負担の内訳 (企業負担 3分の 1の場合)

表 1-2 財政支援関連法制度と補助事業等の推移

表 1-3 共同福利施設整備実績

表 1-4 公害防止計画と緩衝緑地

表 ト5 共同福利施設事業の平均事業期間

表 1-6 都市公園事業の平均事業期間

表 2-1 共同福利施設事業の事業者負担と財政支援措置

表 2-2 都市公園事業の国庫補助率と起債充当率

表 2-3 理論値での比較

表 2-4共同福利施設事業の事業費負担(実績)

表 2-5共同福利施設事業の財源構成(実績)

表 2-6都市公園事業の財源構成



表2-7 実積値での比較

表3-1 対象地区の雇傭概要

表3-2 計測対象とした価値及び計測方法

表313 緑地規模によるNO2 騒音接和量

表3-4 パラメータ値

表3-5 各地区の整備規模

表3-6 間接価値の計測結果 (千円/年)

表3-7各地区の年間利用者数

表 3-8 時間価値算出結果

表 3-9 パラメータ推定値

表3-10 直接利用価値による年間便益額

表3-11 各地区別事業費

表3-12 費用便益井出前提
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